
◆にぎわいある街なかをつくりたい 

公共施設等を街なかに計画的に配置したい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
【取組みの目的】 

 

 

名 称 弘前駅前地区土地区画整理事業 

場 所 青森県弘前市 

取組みの 

背景 

○弘前駅前地区は都市基盤整備の立ち遅れによる公共公益施設の不足と土地利用効率の

低下が問題としてあがっていた。 

○このため弘前市では、土地区画整理事業により、JR 弘前駅前を市の表玄関として、また中

心市街地として、将来に対応できるよう、居住環境の改善と商業機能の充実を図ることとし

た。 

取組みの 

概要 

○四季を通して賑わいのある街並み形成を図るため、歩行者専用道路を機能的に配置し、無

散水融雪施設の設置、景観にも配慮した電線類の地中化、買い物や散策が楽しめるよう

沿道の一階部分の壁面後退など、快適な歩行者空間の創出に努めている。 

○また、駅前広場の整備により交通結節機能を強化するとともに、歩行者専用道路と地下道

で連絡させ歩行者の利便と安全に配慮し、さらには、駅前周辺の放置自転車の解消や都

市環境の向上を図るため、駅前広場地下に自転車駐車場を設置している。 

 

活用制度・

事業 

○ふるさとの顔づくりモデル土地区画整理事業 

・施工面積：29.7ha 

・施工期間：昭和 54 年度～平成 14 年度 

・総事業費：36,100 百万円 

商業施設への動線となる歩行者専用道路を中心に、地区内基盤施設の一貫性を持った高質化を実現 

出典：国土交通省ホームページ 

公共公益施設等は車社会の到来などを背景に、自家用車の利便性が高く、街なかに比べて土地の取得

が容易な郊外への立地が進む傾向にある。街なかへ公共公益施設等を計画的に誘導していくことが必要。 

【青森県弘前市】 

⇒上記の課題に対し、弘前市では土地区画整理事業により駅前地区の基盤整備を図り、商店街化の近代化

に取り組んでいる。 



 

取組みの 

効果 

○弘前駅中央口を中心に土地区画整理事業により道路、歩行者空間等の基盤整備や商店

街の再生が図られ、マンション立地も増加したことで街なか居住の推進が図られている。 

○また、街並み誘導や維持管理のため、地元商店街による街づくり協定の制定や融雪施設

の管理組織の結成などが行われている。 

 

民間マンションの立地 地区計画によりコロネードを創出し、降雪時も歩きや

すい環境を形成（地区計画による１階部分セットバッ

ク、柱の設置） 

１階部分のセットバック、歩道融雪 出典：国土交通省ホームページ 

問い合わせ先：弘前市都市整備部区画整理課 【TEL】0172－34－3233


